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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります
御言葉 ピリピ３章１２～２０節

賛美 ぼくの宝物(PPT 43)
使徒信条 会衆一同

交読文 9
賛美 御言葉に歩めるように(PPT15)
メッセージ 向きを変えて出発せよ（申命記 1:6-8）
御言葉を適用する祈り 会衆一同

主の祈り 会衆一同

Ⅱコリント１３：１１－１３ パスター

報告

震災にある日本のための祈り
今、実際的な助けを必要としている人達に、一刻も早く助けが備えられるように。

上に立てられている権威に良き知恵が与えられ、正しい判断によって混乱なく指示を出しま

すように。

今、被災地で救助活動しておられる働き人達の手が守られ、滞りなく進められますように。

分子の陽子・電子・中性子に至るまで、全宇宙の運行を全て支配し管理しておられる主・イ

エスの名によって、原発や地下プレートが、この国の人々に害する事を禁じます。

今、人を脅かしているあらゆる自然の活動に対し、地の深みから山々の頂に至る全地を統

べ治めておられる主イエスの名によって、これ以上この国に害を及ぼす事を、禁じます。

人々を害為す邪悪な人的・霊的な存在には、自ら掘った墓穴に入るよう呪います。

陽子・電子・中性子から全宇宙の運行に至るまで、全て支配し管理しておられる、主イエス

の名によって、日本を祝福します。アーメン。

聖書クイズ（今日のメッセージから答えて下さい）

問１：　信仰生活をして行くなら、どのような道に進んで行くべきですか？

問２：　主に在って進んでいく先には、何がありますか？

問３：　すたれるべき者、栄えるべき方は、誰ですか？

問４：　結びの帯として完全なものは、何ですか？

問５：　聞き従っていくべき天の声とは、どなたの声ですか？

メッセージ概要

先週の昼の会合で、当教会は、これから礼拝を日本語のみにして行こう、という方向性となった。

主にあって進んで行く先は、分からなくとも、祝福がある

信仰生活をして行くならば、慣れ親しんだ所にいつまでも留まるという事はなく、主が道を示してくださるな

ら、いつでもその地へと導かれつつ進んで行くべきだ。

行く先は見えないかもしれないが、主が行くように言われたその先に待っているのは、必ず祝福である。

「主はアブラムに仰せられた。「あなたは、あなたの生まれ故郷、あなたの父の家を出て、わたしが示す地

へ行きなさい。そうすれば、わたしはあなたを大いなる国民とし、あなたを祝福し、あなたの名を大いなるも

のとしよう。あなたの名は祝福となる。あなたを祝福する者をわたしは祝福し、あなたをのろう者をわたしは

のろう。地上のすべての民族は、あなたによって祝福される。」（創世記 12:1-3）

自分の願いではなく御心が成るように

その上で取るべき心構えは、自分の願いではなく御心を選択する（ルカ 22:42）という事だ。

今回、天声教会の開拓当初から霊的にも物理的にも骨折っていただいた鄭先生や聖徒達が、主の御心

を最優先するという英断をしてくださったからには、その姿勢を全ての聖徒達が模範とすべきである。

教会の前進においては、誰かがすたれ、誰かが栄える、という事は全く無い。

バプテスマのヨハネは、人々をキリストへと導くミニストリーを展開したが、キリストが現われ、キリストが盛ん

になった時、「あの方は栄え、わたしは衰えねばならない。」と言った。（ヨハネ 3:26-30）

すたれるべきは誰や彼ではなく、私達全員である。主イエス様だけが栄えるべきなのだ。

キリストにあって一つとなれ

今まで慣れ親しんできた形式から離れるため、当然、不便を被る方もおられる。

そうであるからには、私達聖徒達は今まで以上に一つとなり、愛をもって互いに助け合って行く必要がある。

「主であり師であるこのわたしが、あなたがたの足を洗ったのですから、あなたがたもまた互いに足を洗い

合うべきです。」（ヨハネ 13:14）

言葉が違う者同士集まってはいても、私達は主にあってひとつであり、同じ天国民であるから（ピリピ 3:20）

同じ思いとなり、愛を結びの帯として心を一つにキリストの喜びを満たしていくべきである。（ピリピ 2:1-2）

「あなたがたは、古い人をその行ないといっしょに脱ぎ捨てて、新しい人を着たのです。新しい人は、造り

主のかたちに似せられてますます新しくされ、真の知識に至るのです。

そこには、ギリシヤ人とユダヤ人、割礼の有無、未開人、スクテヤ人、奴隷と自由人というような区別はあり

ません。キリストがすべてであり、すべてのうちにおられるのです。　・・・　そして、これらすべての上に、愛

を着けなさい。愛は結びの帯として完全なものです。」（コロサイ 3:9-11,14）

「天声教会」とは

そして、私達が中心とするお方は、まことの大牧者なる主、イエスキリストだ。

この群れが集うのは、同じ言葉の元ではなく、誰々さんや誰々先生の下に集うのでもなく、同じ主であるキ

リスト・イエスの名の元に、である。

天声教会という名は、天からの声すなわちモーセでもエリヤでもなく、あの師でもこの先生でもない、ただイ

エスキリストの御声に聞き従う教会を目指すものとして、名付けられた。(マタイ 17:4,5)

主が明らかに方向性を示して下さっているのであれば、迷わず、確信をもってその道を進めば良い。

そういうわけで私達は、人間的な心地よさに留まり続けるのではなく、主が示して下さる方向へと足を踏み

出し、愛を持って互いに仕え合い、大牧者なるキリストの声を聞きつつ歩んでいくのみである。

主が示される先には必ず祝福が待っているのだから、大胆に進み行き、祝福を勝ち取って行く皆さんであ

りますように！イエス様の名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1 部              　       10:00
2 部（韓国語のみ）  　11:00
食事/フェローシップ　12:00～
3 部（韓国語 日本語通訳あり）　14:00
聖書勉強会                           15:00

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～
水曜集会

　1 部                                   　13:00～
　2 部                                   　19:30～
金曜徹夜祈祷会                      21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番出口より徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。
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モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


